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り上げ、時局を反映した刻若勉励的な美術家伝を提供したこと。第８章では、すでに現在では一般化し
た古美術観光もこの時期に始まり、研究者が参画したガイドブックなどが刊行されたことを明らかにし
ている。現在は古美術や史跡だけでなく、現代アートプロジェクトと観光を結ぶ試みも始まっており、
かつての教養・娯楽に加えて観光の可能性が改めて注目されていることを指摘する。この第２部で扱っ
ているテーマについては、これまで円本美術全集を除いて先行研究がなく、先駆的研究として評価する
ことができる。 
 本研究が示した二つの局面による歴史地図が重要なのは、この二つの局面がそれぞれ独立的にではな
く、両論として機能することで相互の存立を支え合ってきたとする見解である。これはとりもなおさず
現在の研究界や文化消費が次代のモデルを模索する時、各々が個々にあるいは一方への偏重では有効に
機能しないであろうことへの提言でもある。 
 現在の状況と史的位置の確認という問題意識をベースに、学史研究上ほぼ空白期だった20世紀前半の
状況を明らかにし、同後半期の美術体制と考えられてきたシステムが、じつはこの時期に整備されたも
のだったことを明らかにした本研究の意義と成果は、きわめて大きい。優れた学位論文として審査員一
同の高い評価を得た。 
 
